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井
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自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
ん

だ
と
思
い
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ
消
防
団
に
入

団
し
て
下
さ
い
。
絆
の
強
い
、
い
い
団
体

で
す
。

　
消
防
団
歴
30
年

　
農
家
に
な
っ
て
20
年

　(

ま
だ
ま
だ
一
年
生)

　
消
防
団
の
弥
栄
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い

ま
す
。

　
私
は
昭
和
60
年
23
歳
の
時
に
羽
村
市
消

防
団
に
入
団
し
、
30
年
間
、
消
防
団
の
一

員
と
し
て
活
動
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

消
防
団
は
縦
社
会
、
当
時
は
厳
し
く
指
導

さ
れ
る
事
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
言
う
と

パ
ワ
ハ
ラ
な
場
面
も
・
・
・
（
笑
）

　
消
防
団
は
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を

災
害
か
ら
守
る
事
と
、
火
災
予
防
、
消
防

署
と
連
携
し
正
業
を
持
ち
な
が
ら
活
動
す

る
団
体
で
す
。

　
歴
史
は
遠
く
、
江
戸
火
消
し
が
元
と
聞

い
て
ま
す
。

　
入
団
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
で
あ
っ
た
り
、

防
災
意
識
の
向
上
と
、
少
し
や
る
気
も
出

て
き
ま
し
た
。
た
ま
に
先
輩
か
ら
厳
し
く

指
導
を
受
け
る
の
も
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
理

由
が
あ
り
訓
練
や
災
害
現
場
で
怪
我
を
さ

せ
な
い
、
命
を
落
と
さ
な
い
為
に
だ
と
聞

い
た
時
、
確
か
に
と
納
得
し
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。

　
入
団
当
時
は
右
も
左
も
分
か
ら
ず
、
仕

事
が
終
わ
っ
た
あ
と
の
訓
練
や
活
動
時
に

は
厳
し
く
指
導
さ
れ
、
疲
れ
て
る
の
に
何

で
こ
ん
な
こ
と
し
な
く
て
は
い
け
な
い
ん

だ
ろ
う
？
自
分
に
は
続
け
ら
れ
る
の
か
心

配
で
し
た
。

　
消
防
団
と
は
言
え
、
災
害
が
発
生
す
れ

ば
、
普
通
の
人
が
逃
げ
出
す
現
場
に
向

か
っ
て
出
動
す
る
わ
け
で
す
か
ら
。

　
で
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
先
輩
や
団

員
ど
う
し
の
絆
の
強
さ
、
退
団
し
た
今
で

も
そ
う
で
す
が
。

　
ま
た
留
守
を
守
っ
て
く
れ
た
家
族
の
支

え
。
そ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
続
け
ら

れ
た
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

　
今
年
は
各
地
で
、
民
家
ま
で
延
焼
す
る

よ
う
な
、
乾
燥
が
原
因
の
大
規
模
な
山
林

火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
は
海

外
の
話
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で

も
現
実
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勢

力
が
大
き
く
な
る
台
風
や
、
何
時
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
地
震
な
ど
、
災
害
に
備
え
、

日
々
訓
練
し
て
い
る
人
員
の
多
い
消
防
団

は
重
要
で
す
。

　
で
も
近
年
で
は
全
国
の
消
防
団
員
の
人

数
も
最
盛
期
の
半
分
以
下
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

消
防
団
歴
30
年

農
家
に
な
っ
て
20
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

ま
だ
ま
だ
一
年
生)



　　
前
職
を
辞
め
て
か
ら
、
研
修
セ
ン

タ
ー
に
一
年
間
通
い
、
就
農
し
て
、
今

年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
家
族
で
農
業
に
取
り
組
み
、

直
売
所
や
市
場
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

直
接
、
注
文
が
あ
る
時
は
、
市
内
事
業

所
な
ど
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
5
月
、
中
村
さ
ん
の
営
む
ハ
ウ
ス
に

伺
っ
た
時
は
、
市
内
の
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
の
た
め
に
、
丁
寧
に
育
て
ら
れ

た
出
荷
間
近
の
花
々
が
咲
き
誇
っ
て
い

ま
し
た
。

　
野
菜
苗
は
、
直
売
所
や
、
市
場
は
も

ち
ろ
ん
、
市
内
農
家
さ
ん
も
買
い
求
め

に
く
る
ほ
ど
良
品
・
高
品
質
で
人
気
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
、

多
品
目
・
多
品
種
を
育
て
安
定
供
給
し

て
い
る
と
評
判
で
す
。
花
苗
は
、
種
類

や
色
に
よ
っ
て
成
長
速
度
が
異
な
る
の

で
出
荷
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る

の
に
苦
労
も
多
い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
植
物
に
必
要
な
細
や
か
な
手

入
れ
、
水
や
り
、
気
温
や
湿
度
の
調
節
、

病
気
や
虫
の
予
防
、
良
質
な
土
を
作
る

こ
と
な
ど
、
出
荷
に
向
け
て
、
た
く
さ

ん
の
準
備
が
必
要
で
す
。

　
親
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ
、
技
術

や
知
識
、
経
験
を
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
。
長
年
暮
ら
し
て
き
た
羽
村
市
で
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

今
あ
る
物
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く

こ
と
。
今
あ
る
農
地
や
設
備
を
整
え
な

が
ら
、
こ
の
場
所
や
土
地
を
守
っ
て
い

く
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
更

に
新
し
い
品
種
や
、
種
類
、
栽
培
方
法

な
ど
に
も
、
家
族
で
協
力
し
な
が
ら
挑

戦
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

新
規
就
農
者
を
ご
紹
介
し
ま
す

　

  
　

中
村 

大
輔
さ
ん

３

　
昨
年
、(
公
財)

東
京
都
農
林
水
産
振

興
財
団
か
ら
、
新
規
就
業
者
奨
励
賞
を

受
賞
。
羽
村
市
内
で
、
花
や
野
菜
苗
を

育
て
て
い
る
、
中
村
大
輔
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
今
は
、
自
然
に
や
さ
し
い
、
ヤ
シ
ガ

ラ
を
使
っ
た
花
苗
な
ど
、
新
し
い
栽
培

技
術
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

園芸組合、羽村駅前植栽にて



生
産
緑
地
の
見
回
り
を
行
い
ま
す

　　実
施
日
　
7
月
10
日(

木)

　

　
（
予
備
日
　
7
月
11
日(

金)

）

　　
都
市
計
画
課
と
農
業
委
員
会
事
務
局
で
特
定
生

産
緑
地
を
含
め
た
全
生
産
緑
地
の
見
回
り
を
実
施

し
ま
す
。

　
生
産
緑
地
は
、
固
定
資
産
税
の
軽
減
や
一
部
の

方
は
相
続
税
納
税
猶
予
な
ど
の
税
制
優
遇
措
置
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
10
月
に
改
め
て
、
農
業
委
員
会
と
し
て
全
生
産

緑
地
の
見
回
り
を
実
施
し
、
状
況
に
応
じ
て
適
正

指
導
を
行
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、
生
産
緑

地
が
適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

　
　
そ
の
他
の
主
な
活
動

　
4
月

　
　
23
日
　
　
羽
用
水
組
合
定
期
総
会
・
羽
用
水
保
全
会
定
期
総
会

　
　
25
日
　
　
農
業
委
員
会
総
会

　
5
月

　
　
19
日
　
　
農
業
団
体
協
議
会
総
会
・
農
産
物
直
売
所
出
荷
者
の
会
総
会

　
　
23
日
　
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動
花
苗
配
布
　

　
　
24
日
　
　

　
　
25
日
　
　
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
26
日
　
　
農
業
委
員
会
総
会

　
6
月

　
　
14
日
　
　
稲
作
体
験

　
　
24
日
　
　
農
業
委
員
会
総
会

　

４

大
賀
ハ
ス
移
植

　
昭
和
26
年
に
千
葉
県
検
見
川
遺
跡
か

ら
発
見
さ
れ
た
二
千
年
以
上
前
の
ハ
ス

の
実
か
ら
、
故
大
賀
博
士
の
指
導
の
下
、

発
芽
開
花
に
成
功
し
た
大
賀
ハ
ス
を
千

葉
公
園
か
ら
分
根
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
大
賀
ハ
ス
を
農
業
後
継
者
ク
ラ

ブ
の
会
員
が
、
3
月
26
日
に
、
根
が
ら

み
前
水
田
に
植
え
、
5
月
27
日
は
、
水

田
の
藻
を
除
去
す
る
作
業
や
周
辺
の
除

草
を
行
い
ま
し
た
。
温
か
く
な
り
、
新

芽
が
大
き
く
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
掘
り
取
り
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
！

  

5
月
8
日
か
ら
13
日
ま
で
、
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
球
根
の
掘
り
取
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
計
５
日
間
の
実
施
と
な
り
ま
し

た
が
、
延
べ
６
４
０
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
近
隣
の
保
育
園
・

幼
稚
園
や
有
志
団
体
の
皆
さ
ん
、
大
勢

の
方
々
に
協
力
い
た
だ
き
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
球
根
は

今
年
の
秋
に
植
え
付
け
を
行
い
、
来
春

ま
た
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。



５

 

　
太
陽
熱
消
毒
を
活
用
し
た
雑
草

　
　
・
病
害
虫
防
除
の
紹
介 

 

　
近
年
、
作
物
を
栽
培
す
る
う
え
で
土
壌
伝

染
性
の
病
害
虫
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
土
壌
消
毒
の
方
法
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
太
陽
熱
消
毒
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

　
太
陽
熱
消
毒
と
は 

　
太
陽
熱
消
毒
は
、
高
温
期
に
太
陽
光
を
利

用
し
、
土
壌
温
度
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
行
う
消
毒
方
法
で
す
。
土
壌
中
の
水

分
量
を
増
や
し
、
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル

チ
で
地
表
面
を
被
覆
す
る
こ
と
で
、
土
壌
の

温
度
を
上
昇
さ
せ
、
土
壌
中
に
存
在
す
る
病

害
虫
や
雑
草
の
種
子
を
熱
で
死
滅
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
は
、
薬
剤
を
使

用
す
る
従
来
の
土
壌
消
毒
に
比
べ
て
、
コ
ス

ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
や
、
薬
剤
の
残
留
の

恐
れ
が
な
い
等
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。
比
較

的
簡
便
に
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
土
壌

病
害
虫
の
密
度
の
低
減
に
加
え
て
、
雑
草
種

子
の
防
除
や
連
作
障
害
の
抑
制
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。 

 

　
作
業
の
方
法 

　
太
陽
熱
消
毒
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

①
前
作
の
収
穫
残
渣
を
処
分
し
ま
す
。 

②
次
作
の
品
目
に
合
っ
た
基
肥
を
施
用
し
ま

す
。
堆
肥
の
施
用
量
は
10
ａ
あ
た
り
牛
ふ
ん

堆
肥
・
バ
ー
ク
堆
肥
な
ら
2
ｔ
、
鶏
糞
鶏

肥
・
豚
糞
堆
肥
で
あ
れ
ば
５
０
０
㎏
を
目
安

に
し
ま
す
。 

③
土
壌
を
深
く
ま
で
耕
う
ん
し
、
畝
立
て
を

し
ま
す
。
耕
う
ん
の
深
さ
は
20
～
25
㎝
、
畝

高
は
20
㎝
に
す
る
と
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

土
壌
が
乾
燥
し
て
い
る
場
合
は
、
適
度
に
水

を
撒
い
て
か
ら
耕
う
ん
す
る
と
灌
水
時
に
水

が
全
体
に
い
き
わ
た
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

④
散
水
チ
ュ
ー
ブ
等
で
、
ム
ラ
が
な
い
よ
う

た
っ
ぷ
り
灌
水
し
ま
す
。
灌
水
量
は
、
土
を

握
っ
た
際
、
土
の
塊
が
ひ
び
割
れ
る
程
度
が

目
安
で
す
。 

⑤
透
明
ビ
ニ
ー
ル
で
土
壌
表
面
を
丁
寧
に
被

覆
し
、
密
閉
し
ま
す
。
水
分
と
熱
の
発
散
を

防
ぐ
た
め
、
圃
場
の
端
か
ら
端
ま
で
を
し
っ

か
り
覆
い
ま
す
。 

⑥
一
定
期
間
を
置
い
た
ら
被
覆
を
取
り
、
通

気
を
良
く
し
て
数
日
～
数
週
間
、
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
ま
す
。
太
陽
熱
消
毒
を
終
え
た
直
後

は
地
温
が
高
く
な
る
の
で
、
遮
光
や
通
風
を

行
う
こ
と
で
、
地
温
を
下
げ
ま
す
。
消
毒
が

完
了
し
、
地
温
が
下
が
っ
た
あ
と
で
、
施
肥
、

畝
立
て
、
定
植
を
行
い
ま
す
。 

   

　
　
　

　
実
施
の
ポ
イ
ン
ト 

　
太
陽
熱
消
毒
を
実
施
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
通
り
で
す
。 

①
実
施
す
る
時
期
は
気
温
が
高
く
な
る
７
～

８
月
頃
が
適
期
で
す
。
ま
た
密
閉
可
能
な
施

設
内
で
は
消
毒
効
果
が
高
い
も
の
の
、
露
地

で
の
実
施
時
や
気
温
が
低
い
時
期
で
は
十
分

な
効
果
を
発
揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
消
毒
期
間
を
延
ば
す
か
、

薬
剤
で
の
消
毒
に
切
り
替
え
て
下
さ
い
。 

②
積
算
温
度
が
８
０
０
℃
に
な
る
頃
が
消
毒

完
了
の
目
安
で
す
。
積
算
温
度
は
畝
上
か
ら

30
㎝
深
の
地
温×

日
数
で
計
算
し
ま
す
が
、

７
～
８
月
頃
で
あ
れ
ば
、
３
週
間
程
度
で
完

了
し
ま
す
。 

③
病
原
菌
は
地
中
深
く
に
も
潜
伏
し
て
い
る

の
で
、
深
く
丁
寧
に
耕
起
し
表
層
に
出
す
事

で
消
毒
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。 

④
土
は
平
ら
に
す
る
よ
り
小
畝
を
立
て
る
こ

と
で
表
面
積
が
広
く
な
り
消
毒
効
果
が
高
ま

り
ま
す
。
土
壌
水
分
が
不
足
し
て
い
る
と
地

中
ま
で
熱
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

灌
水
は
十
分
に
行
っ
て
下
さ
い
。 

 

地温（℃） 日数（日）
40 20
45 18
50 16

畝上から30cm深の地
温と被覆日数の関係 
 

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕 

　
　
東
京
都
西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
電
話
　
０
４
２
８
（
３
１
）
２
３
７
４ 

 



■　貸借期間が終了すれば、必ず所有者に返還されます（貸借の更新も可）
■　要件を満たせば、法人が借り受けることも可能です。

　【農地長期貸借促進奨励事業】
■　東京都では、10年以上の賃貸借契約を結んだ生産緑地所有者に
　　奨励金を交付する事業を実施しています。

■　交付額 : 生産緑地  １，０００㎡ あたり  １２０万円
　　《令和６年度の １，０００㎡ あたり ２０万円 から大幅に増額》　

相
続
税
納
税

猶
予
制
度

～制度を利用することで奨励金が交付されます～

生産緑地は納税猶予を受けたまま都市農地貸借円滑化法で貸借できます！

主
た
る
従
事
者
証
明
と

買
取
申
出

■　相続税納税猶予制度の適応を受けている生産緑地の貸借も可能です。
■　生産緑地の貸借中に所有者に相続が発生した場合、生産緑地を貸付けたまま
　　相続した者が相続税の納税猶予制度の適用を受けることが可能です。
　　

■ 詳しくは羽村市農業委員会事務局まで。

留
意
点

特
長

【
編
集
後
記
】　

　
飛
騨
高
山
訪
問
記
。

　
古
い
農
家
仲
間
を
訪
ね
飛
騨
高
山
へ
、
西
洋
野
菜

を
独
自
の
栽
培
方
法
と
販
売
ル
ー
ト
で
開
拓
し
た
新

規
就
農
者
の
女
性
の
畑
を
紹
介
さ
れ
た
。
ハ
ウ
ス
の

数
種
類
の
ハ
ー
ブ
類
、
ル
ッ
コ
ラ
の
花
な
ど
取
り
残

し
と
思
わ
れ
る
花
の
一
部
分
も
独
特
の
美
味
で
、
撫

子
の
花
な
ど
食
用
で
き
る
と
は
初
め
て
の
経
験
で

あ
っ
た
。
某
有
名
ミ
シ
ュ
ラ
ン
シ
ェ
フ
も
顧
客
の
一

人
だ
と
云
う
、
野
菜
類
の
荷
姿
も
独
特
の
も
の
で
、

手
ず
か
ら
育
て
た
野
菜
へ
の
愛
情
と
美
意
識
が
感
じ

ら
れ
た
。
ま
た
ハ
ウ
ス
の
通
路
の
ハ
コ
ベ
の
生
い
茂

る
姿
が
印
象
深
い
。
土
壌
が
肥
沃
な
畑
に
み
ら
れ
る

七
草
の
ひ
と
つ
だ
。
今
回
訪
れ
た
高
山
市
は
羽
村
市

か
ら
車
で
約
4
時
間
半
、
松
本
か
ら
１
５
８
号
線
安

房
峠
を
越
え
れ
ば
、
古
い
街
並
み
が
残
る
日
本
の
誇

る
べ
き
街
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

二
記
）

　　

【
編
集
委
員
】

　
　
　

宮
川
篤
、
井
上
淳
孝
、
阿
部
慎
也

　
　
　

下
田
壯
、
宮
本
健
司

　

【
事
務
局
】

　
　
　

羽
村
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　

（
産
業
環
境
部
産
業
振
興
課
農
政
係
）

６

■　貸借中に貸付人（農地所有者）に相続が発生した場合、借受人の年間農業従事日
　　数の１割以上農業業務に従事していれば、「主たる従事者」として認められます※
  　この場合には、買取申出をするにあたり借受人から農地の返還を受けることが必
　　要です。
　　※「主たる従事者」として認められるためには、認定申請書か契約書に貸付人の
　　農業従事内容を記載し、毎年、借受人を通じて市に報告することが必要になります。

■　賃貸借（有償）の場合、「所有者に相続が生じた場合、借受人は農地を返還する」
　  という賃貸借契約はできません。無償の場合は、上記のような貸借契約を結ぶこと
　　ができます。（契約内容をよく話し合うことが大切です）

　

■　貸借期間が終了すれば、必ず所有者に返還されます。（貸借の更新も可）
■　要件を満たせば、法人が借り受けることも可能です。


